
高
齢
化
が
進
む
現
在
、
介
護

は
だ
れ
に
と
っ
て
も
避
け

ら
れ
な
い
、
身
近
な
課
題
で
す
。

　

介
護
保
険
制
度
は
、
要
介
護

状
態
に
な
っ
て
も
で
き
る
限
り

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た

生
活
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
地

域
全
体
で
支
え
る
仕
組
み
で
す
。 

　

こ
の
制
度
で
は
、
紀
南
介

護
保
険
広
域
連
合
が
保
険
者

と
な
り
、
40
歳
以
上
の
住
民
が

被
保
険
者
と
し
て
保
険
料
を
納

め
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た

と
き
に
１
～
３
割
の
自
己
負
担

で
、
訪
問
介
護
や
通
所
介
護
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　

町
で
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
、
高
齢
者
や
ご

家
族
の
相
談
支
援
、
介
護
予
防

支
援
、
権
利
譲
渡
な
ど
、
幅
広

い
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

今
回
の
特
集
で
は
、
介
護
保
険

制
度
の
基
本
的
な
し
く
み
や
利
用

の
流
れ
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
役
場
福
祉

課
お
よ
び
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
み
な
さ
ん
に

介
護
保
険
に
関
す
る
よ
く

あ
る
質
問
に
回
答
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
の
こ
と
、
お

困
り
ご
と
が
あ
れ
ば
、
い

つ
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

ＱＱ 介護保険で利用できる
サービスは？

要介護度や状態に応じたケアマネ
ジメントにより、必要なサービスを
利用できます。例えば、自宅で生活
する方には、訪問介護や訪問看護な
どの訪問サービス、通所介護で運動
や入浴、ショートステイで一時的に
宿泊することも可能です。さらに、
手すりの取り付けなどの住宅改修
や福祉用具の貸与、購入支援も受け
られます。

訪問サービスや通所介護などＡＡ
ＱＱ 介護保険料が高くなって

きているのはなぜ？

介護保険が開始された平成 12 年の
保険料（基準額）は、37,650 円で
したが、令和６年には 86,640 円と
なっています。これは、高齢者の人
口が増え、介護サービスを利用する
人が年々多くなっているためです。
なお、紀南地域の令和５年３月末の
介護保険認定率は、23.6％と高齢者
の約４人に１人が認定を受けており、
県内トップとなっています。

介護保険を利用する人が増えたためＡＡ
ＱＱ ケアマネジャーは

何をしてくれる人？

ケアマネジャーは、要介護（要支援）認
定などを受けた方の心身の状態や相談
に応じ、ケアマネジメントを実施し、適
切なサービスを受けられるようにケア
プランの作成や広域連合（保険者）、サー
ビス事業者などとの連絡調整を行いま
す。介護（予防）を必要とする方ができ
る限り自立した生活を送ることができ
るよう、適切なサービスを受けるための
サポートをすることが役割です。

適切なサービスを受けるためのサポート役ＡＡ
ＱＱ 要介護認定を一度受けたら

ずっと有効なの？

要介護（要支援）認定はずっと有効
ではありません。基本的に有効期間
が定められており、初回が６か月～
１年、２回目以降は１～４年ごとに
更新が必要です。更新時には心身の
状態を確認するため、再調査や医
師の意見書が必要になります。ま
た、状態が改善すれば要介護度が軽
くなったり、反対に悪化すれば重く
なったりすることもあります。

ずっと有効ではなく、更新が必要ですＡＡ
ＱＱ 今のところ介護サービスは必要

ないけど、申請した方がいいの？

介護サービスは必要になったときに申
請すれば利用できるため、無理に申請
する必要はありません。また、要介護
認定は、今の状態で審査されるため、
必要なときに申請したほうが適切な認
定を受けることができます。要介護認
定に必要な調査や医師の意見書などに
も介護保険料が使用されているため、
一人ひとりが適正に利用することで制
度を守ることにつながります。

無理に申請をする必要はありませんＡＡ

地域包括支援センターのみなさん

①要介護認定の申請、
　介護保険料の納付など

②負担割合証の交付、
　要介護認定など

⑤介護報酬の請求
⑥介護報酬の支払い

介護保険のしくみ
40歳以上の人

●❶
●❷

●❺
●❻

被保険者

広域連合（保険者） サービス事業者

●❹
●❸

③介護サービス提供
④利用者負担の支払い

介護保険サービス利用までの流れ
　
　

認
定
調
査
・
主
治
医
意
見
書

　

広
域
連
合
の
職
員
な
ど
が
自
宅
な
ど
を
訪
問

し
、聞
き
取
り
調
査（
認
定
調
査
）を
実
施
し
ま
す
。

２　
　

審
査
・
判
定

　

認
定
調
査
の
結
果
な
ど
か
ら
、
要
介
護
状

態
区
分
が
判
定
さ
れ
ま
す
。

３　
　

認
定
結
果
の
通
知

　

要
介
護
認
定
の
結
果
が
記
載
さ
れ
た
通
知
書
が

自
宅
に
届
き
ま
す
。
認
定
は
、
以
下
の
表
の
と
お
り

「
要
支
援
１
・
２
」
か
ら
「
要
介
護
１
～
５
」
ま
で

の
７
段
階
お
よ
び「
非
該
当
」に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

４　
　

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
・
サ
ー
ビ
ス
利
用

　

認
定
後
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
相
談
し
な

が
ら
、介
護
サ
ー
ビ
ス
の
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）

を
作
成
し
ま
す
。
そ
の
後
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
に

基
づ
い
た
利
用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

５ 　
　

相
談
・
要
介
護
認
定
の
申
請

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
役
場
福
祉
課
の
窓

口
で
相
談
し
、
要
介
護
認
定
の
申
請
を
し
ま
す
。

１

要介護度 認定の目安 具体例

要支援１ 基本的に１人で生活できるが、一部家事などの援助が必要 排泄や入浴は１人でできるが、立ち上がるときに支えが必要

要支援２ 基本的に１人で生活できるが、要支援１より援助を必要とする範囲が広い 入浴時に背中が洗えない、移動時に杖が必要

要介護１ 要支援２よりも身体機能や思考能力が低下し、日常生活の一部に介護が必要 排泄や入浴時に見守りや介護が必要

要介護２ 基本的な日常生活動作に介護が必要 食事や排泄に介護が必要

要介護３ 日常生活動作の多くに介護が必要 排泄・食事・更衣など生活全般に介護が必要

要介護４ 日常生活のほとんどに介護が必要 生活全般に介護が必要で、立位が保てず車いすが必要

要介護５ 介護なしには日常生活を送れない 生活全般に介護が必要で、寝たきりの状態
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